
専門的な人材の育成を目指して

国
史
跡
永
納
山
城
跡
は
、

昭
和
52
年
に
発
見
さ
れ
、

そ
の
後
の
調
査
を
経
て
平
成
17
年

に
国
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

指
定
後
は
、
平
成
18
年
度
に
永
納

山
城
跡
保
存
管
理
計
画
を
、
平
成

27
年
度
に
史
跡
永
納
山
城
跡
保
存

整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
、
史
跡

の
保
護
と
活
用
を
図
る
た
め
に
平

成
23
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
史
跡

用
地
の
公
有
化
に
つ
い
て
は
平
成

29
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
の
整
備
と
活
用
に
つ
い
て

は
、
史
跡
永
納
山
城
跡
保
存
整
備

基
本
計
画
に
基
づ
き
進
め
る
予
定

で
あ
り
、
整
備
に
つ
い
て
は
、
園

路
や
散
策
路
、
案
内
板
な
ど
の
整

備
の
ほ
か
、
列
石
や
土
塁
と
い
っ

た
遺
構
の
整
備
、
樹
木
伐
採
に
よ

る
景
観
の
整
備
、
ト
イ
レ
や
駐
車

場
の
整
備
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

　

活
用
に
つ
い
て
は
、
基
本
計
画

に
お
い
て
定
め
た
４
つ
の
基
本
理

念
で
あ
る「
歴
史
を
学
習
す
る
場
」

「
自
然
環
境
の
保
護
・
活
用
の
場
」

「
憩
い
・
健
康
増
進
の
場
」「
文
化

的
観
光
事
業
の
活
用
の
場
」
と
し

て
活
用
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め

に
は
市
民
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育

成
や
環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
る
現
地
見
学
会
の
開
催
な
ど
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
。

公
民
館
は
、
現
在
、
地
元

の
非
常
勤
館
長
を
中
心
に

３
人
体
制
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

現
在
の
体
制
や
事
業
が
継
続
さ
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が
、
公
民

館
体
制
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
の
公
民
館
体
制
は
、

地
域
の
自
主
性
や
主
体
性

が
よ
り
生
か
さ
れ
た
生
涯
学
習
を

推
進
す
る
た
め
、
地
域
に
居
住
す

る
非
常
勤
館
長
と
主
事
２
人
の
計

３
人
体
制
を
基
本
と
し
、
平
成
25

年
４
月
か
ら
段
階
的
に
導
入
し
た

も
の
で
あ
る
。
今
後
、
地
域
自
治

組
織
の
し
く
み
や
在
り
方
な
ど
の

課
題
を
整
理
す
る
中
で
、
公
民
館

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
定
ま
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
一
定
の

時
間
を
か
け
て
総
合
的
に
検
討
を

行
い
、
今
後
の
体
制
に
係
る
方
向

性
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
ま

で
に
示
し
た
い
。

全
国
的
に
農
業
従
事
者
の

減
少
と
高
齢
化
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に
お

い
て
も
米
価
の
低
迷
な
ど
の
影
響

で
高
齢
者
や
中
小
規
模
の
稲
作
農

家
の
離
農
が
一
段
と
加
速
し
、
農

業
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

総
合
６
次
産
業
都
市
の
実
現
に

よ
り
、
農
家
の
売
り
上
げ
の
増
加

や
新
規
就
農
者
の
確
保
な
ど
、
現

在
抱
え
て
い
る
農
業
問
題
の
解
決

に
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
本
市
に
お
け
る
農
産
物
加

工
品
の
販
売
金
額
の
推
移
と
現
状

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
四
国
経
済
を
牽
引
す
る

総
合
６
次
産
業
都
市
と
し
て
の
西

条
市
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

本
市
で
は
、
総
合
６
次
産

業
都
市
の
実
現
を
目
指
し
、

各
種
取
組
を
推
進
し
て
き
た
結
果
、

年
間
の
農
産
物
加
工
工
場
の
販
売

金
額
が
平
成
27
年
度
目
標
値
３
億

円
に
対
し
、
９
千
万
円
の
実
績
で

あ
っ
た
。

　

現
状
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
西
条
が
株

式
会
社
サ
ン
ラ
イ
ズ
西
条
加
工
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
加
工
業
務
用

野
菜
の
産
地
づ
く
り
に
取
り
組
む

動
き
が
見
ら
れ
、
そ
の
成
果
が
次

第
に
市
内
農
家
へ
広
が
り
つ
つ
あ

る
も
の
の
、
農
業
生
産
の
低
コ
ス

ト
化
の
促
進
を
含
め
、
現
段
階
で

は
、
市
内
農
家
の
所
得
向
上
に
幅

広
く
寄
与
し
て
い
る
と
は
言
い
が

た
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

一
方
で
、
取
組
の
過
程
に
お
い

て
、
愛
媛
大
学
が
本
格
的
に
事
業

参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
分

野
に
お
い
て
、
今
後
、
新
た
な
技

術
開
発
や
生
産
活
動
に
取
り
組
も

う
と
す
る
企
業
や
団
体
が
あ
る
ほ

か
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
西
条
農
業
高
等
学

校
や
丹
原
高
等
学
校
園
芸
科
の
生

徒
に
よ
る
植
物
工
場
施
設
を
活
用

し
た
高
大
連
携
教
育
が
展
開
さ
れ

る
な
ど
、
取
組
の
幅
に
広
が
り
が

出
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
地
域
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
今
日
に

お
い
て
、
現
在
の
取
組
を
発
展
さ

せ
て
い
く
と
と
も
に
、
農
家
所
得

を
向
上
さ
せ
る
各
種
取
組
を
発
展

的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
農
家
所
得
の
向
上
の
み

な
ら
ず
、
先
進
技
術
を
生
か
し
た

生
産
性
の
向
上
な
ど
、
効
率
性
を

高
め
る
取
組
も
重
要
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
な
ど
の
強
化
に
よ
る
地

域
産
品
の
高
付
加
価
値
化
、
大
学

な
ど
の
高
等
教
育
機
関
と
連
携
し

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
な
ど
、
省
力
化
や

生
産
性
を
高
め
る
取
組
の
推
進
な

ど
を
視
野
に
入
れ
、
多
く
の
市
内

農
家
が
所
得
向
上
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。
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公
民
館
体
制
を
継
続
し

　
　

事
業
活
動
の
充
実
を
！

総
合
６
次
産
業
都
市
の

　
　
　
　

実
現
に
向
け
て
！

答

答

答


